
  「戸磯Dエリアまちづくり基本構想策定業務」公募型プロポーザルに係る質問回答

No. 質問項目 質問内容 回答

1
実施要領
4.参加資格要件

管理技術者・担当技術者については、複数名用意してもよいのか。

管理技術者は１名を想定しております。また、担当技術者は当該事業へ複数名参加することも想定されますが、プロ
ポーザルの得点については、応募者側で選択した代表する１名分（コンソーシアムで参加する場合は、No.2のとおり）に
ついて得点といたします。なお、プレゼンテーションに参加する担当技術者については、得点計算の対象となった1名は
必ず参加するものとします。そのため、応募者側でどの者を代表する者とするかは、その旨を様式４の余白にわかるよ
うに記載してください。

2
実施要領
4.参加資格要件

本プロポーザルへの参加について、複数社によるコンソーシアムで
参加してもよいかご教示をお願いいたします。

コンソーシアムでの参加は可能です。
なお、コンソーシアムで参加する場合は、以下の点にご留意ください。

（全体）
・コンソーシアムを代表する１社を決定し、コンソーシアム全体の構成がわかる書類（任意様式）を提出してください。

（参加資格要件）
・4.参加資格要件の（1）及び（2）については、コンソーシアムを代表する１社で要件を満たしてください。
・4.参加資格要件の（3）～（8）については、参加するすべての企業で各々要件を満たしてください。

（プレゼンテーションへの参加）
・コンソーシアム全体で４名までであれば、各企業からプレゼンテーション参加者を選定いただいて問題ありません。な
お、プレゼンテーションに参加する管理技術者、担当技術者の要件については、実施要領12.受託候補者の選定及び質
問No.1のとおりです。

（プロポーザルにおける得点について）
・会社業務実績係数の計算における審査対象実績数については、コンソーシアムを代表する１社の業務実績を用いるこ
ととします。提出様式への実績の記載もコンソーシアムを代表する１社の実績について記載してください。
・管理技術者、担当技術者の各業務実績係数の計算における審査対象実績数については、コンソーシアムを代表する１
社から選任される管理技術者、担当技術者の業務実績を用いることとします。

3
実施要領
4.参加資格要件

コンソーシアムでの参加が不可の場合、企画提案書において「協力
企業」として他企業の参画を提案してもよいかご教示をお願いい
たします。（質問No.2が可の場合は回答不要です）

ー

4
実施要領
4.参加資格要件

協力企業の参画が可能な場合、プレゼンテーションにおいて他企
業の社員が参加してもよいかご教示をお願いいたします。
（質問No.2が可の場合、質問No.3が不可の場合は回答不要で
す）

ー

5

実施要領
4.参加資格要件および
別表業務実績評価につ
いて

実施要領P1   4．参加資格要件につきまして、（１）を満たしな
がら（２）の同種業務要件を満たしていない技術者を配置予定
技術者とした場合、管理技術者業務実績係数または担当技術者
業務実績係数が0 になりますでしょうか。もしくは参加資格無
となりますでしょうか。
ご教示ください。

4.参加資格要件（1）、（2）についての管理技術者及び担当技術者は、それぞれ同一人物を想定しておりますので、（1）
を満たしながら（2）の要件を満たしていない技術者を配置することはできません。したがって、参加資格無しとなりま
す。

6
実施要領
4.参加資格要件

受託候補者、管理技術者および担当技術者は､過去10 年以内
（平成29（2017）年度〜令和8（2026）年度）に以下に示す同
種業務の完了実績をそれぞれ1 件以上有していること。
・同種業務：①土地区画整理事業におけるまちづくり基本構想
策定業務（個人施行を除く、対象面積5ha 以上の事業） また
は
②工業団地開発における基本構想・基本計画策定業務（対象面
積30ha
以上の事業） のいずれか
上記の参加要件で、①または②のいずれかと記載しているた
め、①と②はいずれか一方の実績でよいか。

4.参加資格要件（2）の同種業務については、①または②のいずれかの完了実績を有することが要件であるため、どち
らか一方の実績を有していれば要件を満たしたものと判断します。
また、「受託候補者、管理技術者および担当技術者」の「それぞれ」が「同種業務の完了実績を1 件以上有していること」
が要件となっておりますので、ご留意願います。


